
第１回検討会での主な意見
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主な意見 対応方針

① ●長崎の玄関口としてどういう印象を与えるか考慮した
景観デザインについて検討が必要。

●景観デザインの検討にあたっては『長崎駅周辺エリアデザ
イン調整会議』に諮り、景観に配慮した施設を検討する。

資料①
P2

②

●バスターミナルにおける交流機能・賑わい機能・情報
提供機能などについて、規模・内容の検討が必要。ま
た回遊性を強化するうえで、駅側だけでなくまち側に
向けたゲートウェイ機能、ビジターセンター的な機能の
取り込みが必要。

●交通ターミナルには、待合時間を過ごす居場所やまち歩
きの拠点となる待合空間になるよう、情報提供機能等
の導入を検討する。（機能の検討）

●長崎駅周辺の回遊性強化に向け、まち側のゲートウェイ
となる交通ターミナルへの歩行者動線をシームレスに連
絡する歩行者デッキを検討する。（回遊性強化）

機能の検討
資料②

P8

回遊性強化
資料②
P4,7

③
●スマホを活用した乗り換え案内等、ICT を活用した
利便性向上について検討が必要。

●ICTを活用した運行情報提供の運用状況を踏まえ、利
用者の利便性が更に向上するよう交通マネジメントの高
度化を今後検討する。

資料①
P3

④
●バス停の集約については、既設バス停の利用者には
利用しづらくなる可能性がある。また、バス停留所に
収まらず通行車両の支障となる可能性もあるため、利
用者のニーズ等も踏まえた検討が必要。

●バス利用者の乗り換え等の利便性向上に向け、長崎
駅周辺の乗降場の集約については関係者間で継続検
討する。

資料①
P4

⑤
●国道202号の交通量をいかに減らしていくかが重要で
あり、浦上川線へ交通転換させるなど、機能分担につ
いて検討が必要。

●国道202号の交通量は減少、浦上川線の交通量は
増加で推移しており、今後も継続して施策を検討する。 資料①

P5

⑥ ●バスターミナル等の整備に伴う交通処理について、今
後検討が必要。

●現在の県営バスターミナルを含めた再開発に伴う交通
需要を算定し、交通処理を継続検討する。

資料①
P4

資料①

■主な意見と対応方針



区画整理区域内
（橙の範囲）

・公共事業等（対象施設）
・次のいずれかのうち、
　座長が必要と認めるもの
　①敷地面積500㎡を超える建築行為等
　②TM線や歩行者専用道路に接する敷地
　　における建築行為等
　③仮設建築物等

区画整理区域外
（緑の範囲）

・公共事業等（対象施設）
・高さ40ｍを超える建築行為等のうち、
　座長が必要と認めるもの

協議対象規模等

※ただし、座長が必要と認めるものはこの限りではない。
※建築行為等とは、建築物及び工作物の新築、新設だけでなく、増改築、外壁全面の
　1/2を超える意匠の変更（色彩の変更、模様替えを含む）等を含む。

長崎駅周辺エリアデザイン調整会議（事務局：県・市）

第１回検討会での主な意見

●長崎駅周辺エリアデザイン調整会議

長崎駅周辺エリア全体のデザイン調整を行うことを目的として『長崎駅周辺エリアデザイン調整会議』を開催
当事業においても、景観デザインの検討にあたっては、『長崎駅周辺エリアデザイン調整会議』に諮り、景観に配慮した施設を
検討

【対象規模等】

【これまでのデザイン調整施設等】
・JR長崎駅ビル
・出島メッセ長崎
・NBC長崎放送新社屋
・新長崎警察署（免許センター）
・元船町オフィスビル（BizPORT） JR長崎駅ビル

【対象範囲】

出島メッセ長崎

主な意見①対応

・長崎駅周辺エリア全体に係るデザインルールづくりや、エリア内で整備される主要な建築物、及び基盤施設の相互間のデザイン
調整を行うことを目的とした会議
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JR長崎駅ビル●

●出島メッセ長崎

出典：長崎県資料（一部加工）

NBC長崎放送新社屋●●新長崎警察署（免許センター）

元船町オフィスビル●
（BizPORT）



第１回検討会での主な意見

●交通事業者の取組

●利用者の声

出典：長崎バスHP

【バスロケーションシステム】

【デジタルバス停】

出典：長崎県営バスHP

長崎県営バス「矢上バス停」

主な意見③対応

令和６年３月（県営バス）
令和６年４月（長崎バス）
から運用開始

 より便利に安心して公共交通が利用できるよう、県内の交通事業者がバスロケーションシステムやバス停・電停でのデジタル運
行案内を開始し、利用者からも好評

 ICTを活用した運行情報提供の運用状況を踏まえ、交通マネジメントの高度化に向けた取り組みを今後検討

長崎バス「宝町バス停」
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令和５年３月から運用開始

【スマートバス停】

令和５年３月から運用開始

長崎電気軌道「長崎駅前電停」

バスナビが導入されて、到着を待つのが楽になりました。いつ到着
するかわからないというストレスから解放されてありがたいです。

バスナビのお陰でバス待ちのストレスが減りました。「バスが今〇
〇にいるから走れば間に合う！」とか「まだ暫く来ないからコンビ
ニに寄れる」みたいに時間が上手く使えて助かります。

出典：長崎県交通局アンケート調査（R6.9～10）

【路面電車の位置情報デジタル配信】

令和６年４月から運用開始



第１回検討会での主な意見

長崎駅

長崎駅前東口バス停

長崎駅前
南口バス停

大黒町
商店街

長崎駅前
南向き

（降車のみ）

1

202

多目的
広場

東口
駅前広場

●長崎駅前バス停（下り線）の状況
・長崎駅前の南向き路線バスのバス停は、降車専用の駅前バス停と、乗降可能
な東口バス停、南口バス停に分かれています。
・バス利用者の約５割が「待合空間」「情報提供」「移動経路」「バス停位置」につ
いて改善が必要と回答しています。
・バス事業者から、集約する場合の待合空間整備や安全対策等について要望も
あるため、関係者間で継続的に検討していきます。

長崎県営
バスターミナル

問：長崎駅周辺の路線バスの利便性を向上するために、重要だと思う改善内容を教えてください。

53%
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0% 20% 40% 60%
（N=295）

移動経路や待合場所に屋根（シェルター）を設置し、炎天下や雨天等への対応を充実する

運行情報などの情報提供を充実する

長崎駅又はバスターミナル～バス停までを最短経路で結び、乗り換えやすくする

長崎駅又はバスターミナル～バス停までの時間を短縮して、乗り換えやすくする

バス停を集約して、位置を分かりやすくする

ベンチ等の休憩施設を充実する

長崎駅又はバスターミナル～バス停まで移動する際の上下移動を少なくする

長崎駅又はバスターミナル～バス停までスロープや点字ブロック等バリアフリー対応を充実する

【バス利用者の意見】資料：アンケート調査（Ｒ5年8月）

【長崎駅前交差点付近の交通状況】

写真①

バス利用者の乗り換え等の利便性向上に向け、長崎駅周辺の乗降場の集約については関係者間で継続検討
長崎駅前の交通混雑の改善に向け、現在の県営バスターミナルを含めた再開発に伴う交通需要を算定し、交通処理を継
続検討

主な意見④⑥対応

●再開発に伴う交通需要
・県営バスターミナルを含めた再開発に伴う交
通需要（駐車場計画台数）を算定します。
・新たなバスターミナルの計画を踏まえ、長崎
駅周辺が混雑しないよう当街区の交通処理
を検討していきます。
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第１回検討会での主な意見

長崎駅

長崎県営
バスターミナル

大波止

宝町

稲佐橋
茂里町

下の川橋

長崎駅前

(c) NTTインフラネットの地図を加工して作成

浦上駅

206
202

112

202

449

202

浦上川線の開通に伴い、国道202号の交通量は年々減少
長崎駅周辺の交通機能の分担に関して、今後も国道202号長崎駅前の交通量の変化や長崎南北幹線道路の整備を踏
まえて継続検討

主な意見⑤対応

【国道202号長崎駅前と浦上川線の交通量の変化】

資料：道路交通センサス

●長崎駅前の交通量の変化

浦上川線への
転換により減少

増加
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JR長崎線高架化（R2.3）

JR長崎駅駅舎移転

長崎南北幹線道路（浦上川線） L=3.0km Ｈ22.11開通

長崎南北幹線道路

（長崎時津縦貫線）
※事業化済み

長崎県庁

浦上川線開通（H22.11）

長崎県庁移転（H30.1）





長崎駅周辺の交通拠点機能強化の方向性

長崎駅周辺は、陸の玄関口としての広域アクセスの充実と、安全で安心な道路・交通ネットワークの確保を目指すこととされ
ており、各種計画でその具体化を図っている。

長崎市第五次総合計画
［R4.2］

（目標年次：令和12年度）

長崎市都市計画マスタープラン
［H28.12］

（目標年次：令和17年度）

「長崎市中央部・臨海地域」
都市・居住環境整備基本計画
［H25.3_長崎県・市］

整合を図る

＜長崎市中心部の交通結節等検討会議＞
長崎市中心部の交通結節機能強化の基本計画

［R2.7 _長崎県・市］
即す

＜長崎駅前交通拠点整備事業計画検討会＞

長崎駅前交通拠点 整備方針
［検討中］

長崎駅前交通拠点 事業計画

即す

１．関連計画との関係

長崎県総合計画
チェンジ&チャレンジ2025

［R2.12］
（目標年次：令和7年度）

長崎都市計画区域
マスタープラン

［R6.3］

資料②

1



長崎駅周辺の交通拠点機能強化の方向性

 「100年に一度」と称されるまちづくりの変革期を契機に、長崎県と長崎市が一体となって、平成22年に都市再生のためのグ
ランドデザインとして、「長崎市中央・臨海地域」を対象とした都市・居住環境整備基本計画を策定

２．長崎駅周辺のまちづくり ＝「長崎市中央部・臨海地域」都市・居住環境整備基本計画＝

■「重点エリア」の位置図

※地理院タイル（淡色地図）を加工して作成

①長崎駅周辺エリア
九州新幹線西九州ルート（長崎ルート）整備等の広域交通機能の強化を契機として、さら

なる交流人口の拡大や経済波及効果を目指し、その効果を離島や県内各地に波及させること
により長崎県全体の活力の再生向上を図り、併せて「交流のまち長崎の玄関口」にふさわしいま
ちづくりを促進するため、陸のゲートウェイ（玄関口）となる長崎駅周辺エリアとして、まちなかの
賑わいの拠点である浜町地区や海の国際玄関口である松が枝周辺エリアと連携を図りつつ、
一体的・総合的に整備する必要がある区域

（出典：各重点エリアの整備計画（平成25年3月））

（出典：長崎市中心部の交通結節機能強化の基本計画（令和2年7月））

魚市跡地

長崎港ターミナル

長崎市役所

長崎県庁

ＪＲ長崎駅

①長崎駅周辺エリア

④中央エリア

③まちなかエリア

②松が枝周辺エリア

長崎駅周辺土地区画整理事業
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長崎駅周辺の交通拠点機能強化の方向性

長崎駅前は交通結節点として、道路・公共交通の機能を強化するとともに、歩行者ネットワークの向上や公共交通の利便
性向上を図ることとされている。

■長崎市都市計画マスタープラン ■「長崎市中央部・臨海地域」
都市・居住環境整備基本計画

５．都市再生に向けた基本方針（4.整備方針）

■長崎都市計画区域マスタープラン

３．交通拠点の位置付け
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第４章 地区別構想
（中央東部地区）



長崎駅周辺の交通拠点機能強化の方向性

４．長崎駅周辺の交通機能配置

至 長崎スタジアムシティ

中長距離用バスターミナル配置
・ターミナルの設置を現行の高架近傍から現在の
ターミナルに残すことでまちの活性化も期待できる
（長崎市中心部の交通結節等検討会議より）

交流拠点施設
長崎県庁

＜まちなか等＞
中心商業・業務地
主要観光施設

長崎駅
（新幹線・在来線）

一般車
駐車場

タクシー
観光バス等
（交通広場）

路線バス・タクシー・一般車
（西口駅前広場）

長崎駅前
電停

中長距離用
バスターミナル

＜賑わいと交流＞
＜憩いと活動の場＞

多目的広場

ＪＲ長崎駅ビル

東
西
軸

長
崎
港
タ
ー
ミ
ナ
ル

路線
バス

路線
バス

＜まちなか等＞
中心商業・業務地
主要観光施設

福済寺

西坂公園
（日本二十六聖人殉教地）

本蓮寺
長崎駅周辺の歩行者軸

歩行者軸を補完する主な動線

凡 例

長距離交通網

二次交通網

賑わい機能

その他商業施設等

第１回検討会資料⑥から変更

意見②回遊性強化の機
能に関する対応が分かる
よう範囲を追加し、周辺の
施設を追記しました。

主な意見②（回遊性強化）対応

4至 長崎歴史文化博物館

中町教会

長崎駅前商店街



長崎駅周辺の交通拠点機能強化の方向性

５．交通結節機能強化の考え方

長崎駅

他地域

西九州新幹線
ＪＲ在来線

長崎
空港

長崎港

国外
他県

佐世保
雲仙

南山手町
（グラバー園）

馬町
（諏訪神社）

浜町
（商店街）

松山町
（平和公園）

幸町
（ｽﾀｼﾞｱﾑｼﾃｨ）

松が枝
国際
ﾀｰﾐﾅﾙ

他地域
（離島）

国外
国内

クルーズ船
フェリー

飛行機
空港バス都市間バス

魚の町
（市役所）

路面電車・路線バス

路面電車・路線バス
長崎駅前

（電停・バス停）

交流のまち長崎の玄関口となる長崎駅や中長距離用バスターミナルと、市民の日常生活や来訪者の移動を支える路面電車、
路線バスとの交通結節機能を強化し、移動しやすいまちを形成する

 また、広域交通拠点となる空港や港までのアクセス強化を図ることで、交流人口の拡大や経済波及効果を県内各地に波及
させる

他県
都市間バス

他県

茂里町
（長崎ｺｺｳｫｰｸ）

中長距離用
バスターミナル

大黒町
（商店街）

交通結節機能強化

交通結節機能強化

約20分 約15分

約45分 5



長崎駅周辺の交通拠点機能強化の方向性

６．長崎駅周辺の歩行者動線の考え方

交通結節機能を強化する⻑崎駅、中⻑距離⽤バスターミナル、電停、路線バス停間の乗り換え動線は、⽬的となる場所が分
かり易く、天候に関わらず移動負担が少なくなるよう検討するとともに、⽣み出した賑わいや交流を「まち」側にも波及できるよ
う検討する

東⼝に⾯した空間は駅利⽤者や来訪者を迎え、賑わいと交流を⽣み出し、安全で歩いて楽しい歩⾏空間を創出する

長崎駅

東口
駅前広場

多目的
広場

【県営バスターミナル前】

【長崎駅前（公共交通機関）】

【長崎駅前東口広場】

【長崎駅前東口広場】

EV

EV

EV

EV

EV

階段

階段

階段

階段

階段

階段

階段

ｴｽｶﾚｰﾀｰ

中長距離用
バスターミナル

電停

昇降
施設

路線バス停
（整備中）

写真①
1

写真②

写真③

写真④

3

2

東口

一般車
駐車場

4

階段

バス停

電停

タクシー

バス停

観光バス等

タクシー

：交通結節機能を強化する乗り換え動線

：二次交通

中長距離用
バスターミナル

中長距離用
バスターミナル

長崎駅

ＪＲ長崎駅ビル

6



長崎駅周辺の交通拠点機能強化の方向性

７．長崎駅周辺の歩行者動線の形成イメージ

長崎駅、中長距離用バスターミナル、電停、路線バス停間及び駅周辺の回遊拠点をシームレスに連絡するため、安全で快適
な歩行者動線を形成する歩行者デッキを検討する

第１回検討会資料⑥から新規追加

主な意見②（回遊性強化）対応

7



長崎駅

東口
駅前広場

多目的
広場

長崎駅前
南口バス停

長崎駅前
東口バス停

集約

長崎駅前

中長距離用
バスターミナル

長崎駅前

長崎駅前電停

長崎駅周辺の交通拠点機能強化の方向性

８．待合空間整備の考え方

 「休憩機能」や「情報発信機能」等を中長距離用バスターミナルに整備し、高速バス、路面電車、路線バスの乗り継ぎ利用
者が快適に待つことができる空間を創出する

災害等により公共交通等の運行に支障が発生した場合の一時的な避難場所や帰宅困難者の受入空間を創出する
民間事業者等の知見を広く取り入れながら、官民連携して効率的・効果的な施設運営を図る

導入機能 内容

休憩機能
・トイレ
・ベンチ
・カウンターテーブル 等

情報機能
・デジタルサイネージ
・案内板
・掲示板 等

利便機能
・乗車券等販売所
・券売機
・飲食・物販 等

防災機能
・一時的な避難場所
・帰宅困難者の受入空間
・交通情報発信
・物資備蓄  等

■2F整備イメージ（天神バスターミナル：福岡県）■1F整備イメージ（桜町バスターミナル：熊本県）

■導入機能イメージ

（資料：交通拠点の機能強化に関する計画ガイドライン）

■情報発信機能の整備イメージ（事例：ＪＲ長崎駅構内）

【観光施設パンフ】

第１回検討会資料⑥から更新

意見②機能の検討に関する対応が分か
るよう、待合空間に導入する情報提供機
能の整備イメージを追加しました。

【観光案内タブレット端末】

ＪＲ長崎駅ビル

主な意見②（機能の検討）対応

8



交流のまち長崎の陸の玄関口
『 「交流」と「にぎわい」を生み出す新たな交通結節機能を形成 』

基本コンセプト

長崎駅とバスターミナル、
電停、バス停が離れて
いる

整備方針（案）

長崎駅周辺
の課題

国道の道路幅員が
広く、まちと駅側が
離れている

国道202号の走
行性低下

移動経路のバリア
フリー化が不十分

１．課題解決に向けた基本コンセプト

交通結節
機能強化
の基本方針

駅側とバスターミナル
をデッキで結び、駅と
まちを連携させて、
回遊性を強化

バス停車空間
を確保し、国道
202号の走行
性を改善

デッキとバス停・電停をエ
スカレーターやエレベー
ターで繋ぎ、歩行者の移
動を支援

来訪者等が避難する
受け入れ先の強化

災害時に来訪
者を受け入れる
安全な空間の
確保

大黒町側に中長距離用
のバスターミナルを整備し、
前面の国道上に路線バス
の停留所を集約

○市民や県民、観光客が円滑に往来できるよう、道路・公共交通の機能を強化、歩行者ネットワークの向上を図る
○路面電車やバスなどの公共交通機関のシステム充実・強化の検討などを進め、公共交通の利便性向上を図る

地区の
整備方針

【長崎市都市計画マスタープラン】
○陸の玄関口としての広域アクセスの充実と、安全で安心な道路・
交通ネットワークの確保

令和２年度策定 令和６年度追加

資料③

1

【長崎都市計画区域マスタープラン】
○モーダルコネクト（多様な交通モード間の接続）の強化
○JR長崎駅周辺は、交流とにぎわいの拠点として位置づけ
○新幹線、在来線、路面電車及びバスなどとの交通結節機能の強
化や充実



バス停車空間を確保し、
国道202号の走行性を改善

整備方針（案）

検討の方向性

２．検討の方向性

災害時に来訪者を受け入れる安
全な空間の確保

交通結節機能強化の基本方針

駅側とバスターミナルをデッキで結び、
駅とまちを連携させて、回遊性を強
化

デッキとバス停・電停をエスカレーター
やエレベーターで繋ぎ、歩行者の移
動を支援

大黒町側に中長距離用のバスター
ミナルを整備し、前面の国道上に路
線バスの停留所を集約【

令
和
２
年
度
策
定
】

【
令
和
６
年
度
追
加
】

②長崎駅周辺の交通円滑化

③長崎駅周辺の回遊性の強化

①長崎駅周辺のモーダルコネクト機能の強化

④防災機能の強化

・バス停の集約により長崎駅前の国道等の交通円滑化を検討する

・中長距離交通と、バス、路面電車、タクシー等の多様な交通モード間の結節機能強化を検討する
・長崎駅や中長距離用バスターミナルと２次交通とのアクセス強化を検討する
・観光客等にも分かり易い乗り継ぎ、バス停の集約を検討する
・乗り継ぎ利用者が快適に待つことができる待合空間を検討する
・将来的な新モビリティ導入、MaaSやICT技術を活用した公共交通の利便性促進への対応を検討する

・災害等により公共交通に支障が発生した場合の一時的な避難場所や帰宅困難者の受入空間を検
討する

・災害時の情報収集・発信等の機能を備える拠点を検討する

・長崎を訪れる方々の回遊を促す拠点となる空間を検討する

・駅周辺や周辺観光施設等の回遊性強化を目指し、「まち」と「駅側」を連携する歩行空間を検討する
・天候に左右されないなど、誰もが移動しやすく、移動負担の少ない歩行空間を検討する

⑤官民連携による計画の具体化
・民間事業者等の知見を広く取り入れながら、官民連携による効率的・効果的な施設運営を検討する

待合空間に導入する情報提供機能
に対応した検討内容を追加しました

2

主な意見②（機能の検討）対応



整備方針（案）

ポテンシャル 課 題
 豊富な観光資源（２つの世界遺産）
 長崎駅周辺の開発
・JR長崎駅ビル（商業施設）、出島メッセ長崎（交流拠点施設）
・長崎スタジアムシティ（サッカースタジアム、アリーナ、商業施設）
 公共交通の要衝
・西九州新幹線開業、電停・路線バス停・中長距離バスターミナルの集積

 長崎駅とバスターミナル、電停、バス停が離れている
 国道の道路幅員が広く、「まち」と「駅側」が離れている
 移動経路のバリアフリー化が不十分
 国道202号の走行性低下
 来訪者等が避難する受け入れ先の強化

至 長崎市役所

①長崎駅周辺のモーダルコネクト機能の強化
・中長距離交通と、バス、路面電車、タクシー等の多様な交通モード間の結節機能を強化
・長崎駅や中長距離用バスターミナルと２次交通とのアクセス強化
・観光客等にも分かり易い乗り継ぎ、バス停の集約
・乗り継ぎ利用者が快適に待つことができる待合空間
・将来的な新モビリティ導入、MaaSやICT技術を活用した公共交通の利便性促進への対応

②長崎駅周辺の交通円滑化
・バス停の集約により長崎駅前の国道等の交通円滑化

③長崎駅周辺の回遊性の強化
・長崎を訪れる方々の回遊を促す拠点を形成

・駅周辺や周辺観光施設等の回遊性強化を目指し、「まち」と「駅側」を連携する歩行空間
・天候に左右されないなど、誰もが移動しやすく、移動負担の少ない歩行空間

④防災機能の強化
・災害等により公共交通に支障が発生した場合の一時的な避難場所や帰宅困難者の受入空間
・災害時の情報収集・発信等の機能を備える拠点

⑤官民連携による計画の具体化
・民間事業者等の知見を広く取り入れながら、官民連携による効率的・効果的な施設運営

交流のまち長崎の陸の玄関口
『 「交流」と「にぎわい」を生み出す新たな交通結節機能を形成 』

東口
駅前広場

多目的
広場

大黒町
商店街

長崎駅

国道202号

至

松
が
枝
埠
頭

至

平
和
公
園

中長距離用
バスターミナル

一般車
駐車場

路線バス停

路線バス停

タクシー
乗車場

観光バス等

タクシー
乗車場

待合空間に導入する情報提供機能
に対応した整備方針を追加しました

主な意見②（機能の検討）対応
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３．整備方針（案）

歩行者
デッキ

電停

歩行者動線

凡例
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長崎駅前交通拠点の整備方針（案） 

国土交通省 

長 崎 県  

長 崎 市  

 
長崎駅周辺では、長崎市中心部の交通結節等検討会議において、令和２年７月に『長崎

市中心部の交通結節機能強化の基本計画』が策定され、令和６年７月から長崎駅前交通拠

点整備事業計画検討会において、計画の具体化を検討してきました。 

このたび、国土交通省と長崎県、長崎市は、道路・公共交通の機能の強化、歩行者ネッ

トワークの向上、公共交通の利便性向上を目的とし、交流のまち長崎の陸の玄関口『「交流」

と「にぎわい」を生み出す新たな交通結節機能を形成』の実現に向け、次のとおり「長崎

駅前交通拠点の整備方針」を取りまとめました。 

１．長崎駅周辺のモーダルコネクト機能の強化 

・中長距離交通と、バス、路面電車、タクシー等の多様な交通モード間の結節機能の強化を図ります。 

・長崎駅や中長距離用バスターミナルと２次交通とのアクセス強化を図ります。 

・観光客等にも分かり易い乗り継ぎとなるようバス停の集約を図ります。 

・乗り継ぎ利用者が快適に待つことができる待合空間を形成します。 

・将来的な新モビリティ導入、MaaS や ICT 技術を活用した公共交通の利便性促進を図ります。 

２．長崎駅周辺の交通円滑化 

・バス停の集約により長崎駅前の国道等の交通円滑化を図ります。 

３．長崎駅周辺の回遊性の強化 

・長崎を訪れる方々の回遊を促す拠点を形成します。 

・駅周辺や周辺観光施設等の回遊性強化を目指し、「まち」と「駅側」を連携する歩行空間を形成します。 

・天候に左右されないなど、誰もが移動しやすく、移動負担の少ない歩行空間を形成します。 

４．防災機能の強化 

・災害等により公共交通に支障が発生した場合の一時的な避難場所や帰宅困難者の受入空間を形

成します。 

・災害時の情報収集・発信等の機能を備える拠点を形成します。 

５．官民連携による計画の具体化 

・民間事業者等の知見を広く取り入れながら、官民連携による効率的・効果的な施設運営を図ります。 

 

資料④ 



長崎駅前交通拠点の整備方針（案）

ポテンシャル 課 題
 豊富な観光資源（２つの世界遺産）
 長崎駅周辺の開発
・JR長崎駅ビル（商業施設）、出島メッセ長崎（交流拠点施設）
・長崎スタジアムシティ（サッカースタジアム、アリーナ、商業施設）
 公共交通の要衝
・西九州新幹線開業、電停・路線バス停・中長距離バスターミナルの集積

 長崎駅とバスターミナル、電停、バス停が離れている
 国道の道路幅員が広く、「まち」と「駅側」が離れている
 移動経路のバリアフリー化が不十分
 国道202号の走行性低下
 来訪者等が避難する受け入れ先の強化

⾄ ⻑崎市役所

①長崎駅周辺のモーダルコネクト機能の強化
・中長距離交通と、バス、路面電車、タクシー等の多様な交通モード間の結節機能を強化
・長崎駅や中長距離用バスターミナルと２次交通とのアクセス強化
・観光客等にも分かり易い乗り継ぎ、バス停の集約
・乗り継ぎ利用者が快適に待つことができる待合空間
・将来的な新モビリティ導入、MaaSやICT技術を活用した公共交通の利便性促進への対応

②長崎駅周辺の交通円滑化
・バス停の集約により長崎駅前の国道等の交通円滑化

③長崎駅周辺の回遊性の強化
・長崎を訪れる方々の回遊を促す拠点を形成
・駅周辺や周辺観光施設等の回遊性強化を目指し、「まち」と「駅側」を連携する歩行空間
・天候に左右されないなど、誰もが移動しやすく、移動負担の少ない歩行空間

④防災機能の強化
・災害等により公共交通に支障が発生した場合の一時的な避難場所や帰宅困難者の受入空間
・災害時の情報収集・発信等の機能を備える拠点

⑤官民連携による計画の具体化
・民間事業者等の知見を広く取り入れながら、官民連携による効率的・効果的な施設運営

交流のまち長崎の陸の玄関口
『 「交流」と「にぎわい」を生み出す新たな交通結節機能を形成 』

東口
駅前広場

多目的
広場

大黒町
商店街

長崎駅

国道202号

⾄

松
ऋ
枝
埠
頭

⾄

平
和
公
園

中長距離用
バスターミナル

歩行者
デッキ

一般車
駐車場

路線バス停

路線バス停

電停

タクシー
乗車場

観光バス等

タクシー
乗車場

歩行者動線
凡例
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今後の進め方

長崎市中心部の交通結節機能強化の基本計画（令和2年7月）

事業計画の公表

新規事業化

第１回
（2024.7.17）

第２回
（2024.11.13）

●官民の事業区分・役割分担等
●交通ターミナルの施設配置計画等

整備方針の策定

第３回以降

資料⑤

整備方針の公表

事業計画の策定

●「長崎駅前交通拠点整備事業計画検討会」 の設置
●長崎駅周辺の現状と課題
●交通結節機能強化の方向性
●整備方針（案）
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